
議 案 第 10 号

債権の放棄について（こども青少年局関係）

　次のとおり債権を放棄する。

1 　債 務 者　　本市が行った母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付け19件に

　　　　　　　　　　　係る各債務者

2 　債 権 の 内 容　　母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付金に係る債権

3 　放棄する債権の額　　下記の表⑴に掲げる母子福祉資金の貸付金に係る債権及び下

　　　　　　　　　　　記の表⑵に掲げる寡婦福祉資金の貸付金に係る債権に係る未

　　　　　　　　　　　償還の元本の額及び未払の利子の額合計金10,516,996円並び

　　　　　　　　　　　にこれらに対する違約金

4 　放 棄 の 理 由　　債務者らが破産しており、当該債権の弁済を受けることがで

　　　　　　　　　　　きる見込みがないため

⑴　母子福祉資金の貸付金に係る債権

貸付けを

行った日
債務者名 住    所

未償還の元本の

額

未払の利子

の額

1
平成10年

3 月21日
三浦　啓子

大阪府和泉市室

堂町 5 番地の 1

- 7 - 602

金179,113円 金10,853円

2
平成10年

10月 1 日
森本　政子

大阪市城東区今

福西 3 丁目 2 番

6 - 604号

金253,086円 金11,549円

3
平成11年

4 月 1 日
井上　幸余

大阪市東淀川区

相川 1 丁目 1 番

7 - 605号

金1,163,750円 -
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4
平成12年

5 月 1 日
山田　砂織理

大阪市西淀川区

姫島 5 丁目 2 番

15号シティハイ

ツ姫島206号室

金241,898円 金10,301円

5
平成13年

8 月 1 日
井上　美咲

大阪市平野区平

野市町 3 丁目 7

番 3 - 104号

金326,025円 -

6
平成13年

10月 1 日
井上　幸余

大阪市東淀川区

相川 1 丁目 1 番

7 - 605号

金300,770円 -

7
平成14年

5 月 1 日
中山　志都子

大阪市平野区平

野本町 3 丁目 3

番23 - 1004号

金1,385,400円 -

8
平成14年

7 月 1 日
中山　志都子

大阪市平野区平

野本町 3 丁目 3

番23 - 1004号

金3,217,500円 -

9
平成14年

8 月 1 日
山本　理子

大阪市都島区高

倉町 3 丁目 6 番

6 号 4 Ｂ号

金271,932円 -

10
平成14年

9 月 1 日
山本　理子

大阪市都島区高

倉町 3 丁目 6 番

6 号 4 Ｂ号

金243,242円 金16,925円
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11
平成14年

12月 1 日
山本　理子

大阪市都島区高

倉町 3 丁目 6 番

6 号 4 Ｂ号

金252,362円 金17,888円

12
平成15年

4 月 1 日
山中　初美

大阪市福島区大

開 1 丁目13番29

号桜マンション

302号

金920,000円 -

13
平成15年

4 月 3 日
山中　初美

大阪市福島区大

開 1 丁目13番29

号桜マンション

302号

金160,000円 -

14
平成15年

6 月 1 日
山本　理子

大阪市都島区高

倉町 3 丁目 6 番

6 号 4 Ｂ号

金243,573円 金18,825円

15
平成16年

11月30日
横手　妙子

大阪市東住吉区

東田辺 1 丁目18

番17号ソレイユ

東田辺503号

金253,072円 金11,566円

16
平成21年

8 月 1 日
土居　奈津子

大阪府松原市北

新町 6 丁目158

番地の11

金206,000円 金1,460円

17
平成22年

2 月12日
細田　佳奈

大阪市浪速区日

本橋西 1 丁目 8

番20 - 10Ｅ号

金260,000円 金6,053円
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18
平成22年

6 月 3 日
松下　尚美

大阪市住之江区

御崎 7 丁目 6 番

15号

金260,000円 金6,053円

⑵　寡婦福祉資金の貸付金に係る債権

貸付けを

行った日
債務者名 住    所

未償還の元本の

額

未払の利子

の額

1
平成13年

9 月17日
西尾　美代子

大阪市浪速区日

本橋 5 丁目16番

4 - 604号

金260,000円 金7,800円

平成29年 2 月14日提出

大阪市長　　吉　　村　　洋　　文

説　明

　本市が行った母子福祉資金及び寡婦福祉資金の貸付け19件に係る各債務者に対する母子福祉資

金及び寡婦福祉資金の貸付金に係る債権を放棄するため、この案を提出する次第である。
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